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２０２２年度 明治大学法科大学院 論文試験問題 

 

【小 論 文】 

 

問題 

 別添の資料（以下、「本資料」という。）を読んで、下記の問に答えなさい。 

解答は、解答用紙の所定の範囲に収まるように書きなさい。 

 

問１ 次の各小問について、本資料中の文章又は語句を引用して答えなさい。 

（１）本資料の著者（以下、「著者」という。）は、ヨーロッパの近代的技術は古

代中国やメソポタミアの技術など他の技術とどういう点で異なると述べ

ているか。 

（２）著者は、科学の体系化と発展のためにはそれぞれ何が必要であると述べ

ているか。また科学の本質的進歩のためにはどのようなことが必要であ

ると示唆しているか。 

（３）著者は、「大衆」とはどのような人々又はあり方を指すと述べているか。

また「大衆」の特徴・条件としてどのようなことを挙げているか。 

 

問２ 著者の主張を 600 字程度（概ね 15 行）に要約しなさい。 

 

問３  専門家に関する著者の主張は現代の専門家についても妥当するか検討

し、そのうえで、著者の主張も踏まえながら、あなたが目指す法曹像に

ついて述べなさい。字数は合計 600 字程度（概ね 15 行）を目安にしなさ

い。 

 

※問題文として、オルテガ・イ・ガセット著／佐々木 孝訳『大衆の反逆』（岩波

書店、2020 年、197-207 頁）を筆記試験時に配付しました。（なお、出題にあ

たり、文章の一部を改変又は省略しています。） 

 

 


